
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
「スーパー・プロフェッショナル・ハイスクール（略称ＳＰＨ）」の 

事業が３年目に入り、いよいよ最終段階を迎えました。ＳＰＨは、社会の変化や産業の動向等に対応した、

高度な知識・技能を身につけ、社会の第一線で活躍できる専門的職業人の育成を目指しています。本校では、

農業を中核に、生産、調理・加工、販売 を総合的に起業する『テクノアグリプログラム』により、薬用

植物の産地化、植物工場など高度な施設園芸、経営やマーケティング、技術開発に対応できる人材の育成

を目的に取り組んできました。この４年間のうち、全国で４０校の専門高校が指定を受けていますが、

農業科にとどまらず、工業科・商業科にも広がった「若狭東版ＳＰＨ活動」は、研究分野の幅広さ

から全国の実践校の中でも注目を集めています。これまでの足跡を振り返ってみると…。 
 

 

 

地域創造科食農創造コースでは、薬用植物の産地化

を目指し、コウギクの栽培技術を地域に広めています。

栽培したコウギクを生地に練り混ぜた新商品「コウギク

あんぱん」は販売初日に３０４個を売り上げました。 

今年度は、メガファームと連携してコウギク栽培に

取り組んでいます。 
  

 

 
 
地域創造科地域開発コースでは、身近な里山の環境保全活動に取り組んで

います。「薬木の活用方法に関する調査・研究」では「カキの葉茶」の製造方法

の違いによるビタミンＣ含有量の比較実験を行いました。 

一般の方に試飲もしていただき、好評価を得ています。 

今年度は、クワやヤマモモの活用方法に研究のすそ野を 

広げました。これらの研究成果を地域に発信することで、 

里山への関心を高める取り組みを行っています。 

 

 

 

生活創造科では、コウギク等の薬用植物やクルミ等の地元食材を取り 

入れた薬膳ランチ「hikohime」を調理し、接客も行う「一日高校生 

レストラン」を開催しています。 

今年度は、季節に合わせた「旬の素材」と里山で取れるナツメ等を使用 

した新メニューの開発に取り組んでいます。また、一般の方に薬膳を日常食 

として取り入れてもらえるよう「薬膳料理教室」を地域で開催しています。 

 

 
福井 

若狭東高校 

ＳＰＨ 



 

 

若狭地方には、たくさんの美味しい特産物があり

ます。「熊川葛」や「福井梅」は、全国的にも有名です。

生活創造科では、これらの特産物の使った新商品を

開発しています。さらに、地元イベントでの販売活動

を通じて、「高校生の視点での地域振興」を展開し、

地域活性化に向けて取り組んでいます。 

 

 
 

 

最先端の農業技術である「植物工場」の研究は、農業科・

工業科の専門性を活かした取り組みに進化しました。 

地域創造科食農創造コースでは、屋外の太陽光・人工光

併用型植物工場でトマトの栽培実験を行い、アスコルビン酸

含有量を高めることができました。さらに、薬用植物のステ

ビアの水耕栽培実験では、わき芽から育苗し収穫まで行う

ことができました。 

電気・機械科電子機械コースでは、ＬＥＤ光源を用いた

栽培実験装置を製作しました。赤、青など７色の光源を用い、

色の違いによる生育状態の比較実験に取り組んでいます。 

 

小浜市内にある道の駅「若狭おばま」を会場に、

「彦姫祭」を開催しました。このイベントは、ビジ

ネス情報科が模擬株式会社を設立し、企画・運営

を担当しました。 

ＳＰＨで研究したコウギクや葛を使用した新商品

の販売や、工業科が製作した植物工場実験装置の

展示など、これまでの研究成果を発表しました。

また、体験活動を中心に専門学科の学習成果を発表

しました。この他、ラグビー部や書道部による部活動

パフォーマンスも行い、総合産業高校での取り組み

を地域に大きくＰＲしました。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
地元小浜市の製パン店と共同開発し、商品化

しました。コウギク粉末を５％混合させたパン

生地は、口に広がるキクの香りが粒あんの

甘さとたいへんよく合うおいしいパンです。

地元でも「材料の持ち味をよく活かしている」

と評判です。 

 
 
地元若狭町の製菓店と共同開発し、商品化

しました。販売初日には５００個の売上を記録

しました。カスタードクリームに葛粉を入れる

ことで独特の粘りが生まれ、米粉のサクサク

とした生地とたいへん良く合う洋菓子で、

人気商品となっています。 

 


